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大
おおとものやかもち

伴家持（718年ころ〜785年）
　今から約1280年前、当時越中の
国府は高岡市伏木の高台、今の勝興
寺あたりにあったといわれていま
す。そこに新たな国守（今の県知事）
として遠く奈良の都からやってきた
のが、後に日本最古の和歌集「万葉
集」の編者ともされる29歳の若き
大伴家持です。
　富山湾や雪で白く輝く立山連峰な
ど、越中の新鮮な自然に魅了された
家持は、この地で独創的な境地を開
き、滞在した5年の間に223首の歌

を詠み、それが「万葉集」に収められています。
　高岡市では、施設名やイベントに、さらに、路面電車、町名、学校名
など、「万葉」と名のつくものが随所にあります。「万葉集」の歌を詠
んだ歌碑も多くあり、その数は100基を越えます。

富
と

山
やま

県
けん

高
たか

岡
おか

市
し

（人口約17万人）

　古くから越中の政治、文化、経済の中
心地として栄えた高岡市は、「万葉集」の
編者ともされる大伴家持が、かつて越中
国守として現在の高岡市伏木の地に住み、
数々の秀歌を詠んだ万葉ゆかりの地です。
　高岡城が築かれて以来400年の歴史が
息づく高岡には、国宝や重要文化財、情
緒ある町並みなど、格調の高い歴史的遺
産が数多く残されています。
　海越しに雄大な立山連峰を間近に望む
という素晴らしい景観は、高岡市が世界
に誇る絶景です。

【 日本遺産ストーリー 】
　2017年4月、文化庁から日本遺産の
認定を受けた物語「荒波を越えた男たちの夢が紡いだ異空間〜北前船
寄港地・船主集落〜」に、伏木エリアの旧秋元家住宅（高岡市伏木北
前船資料館）や吉久重要伝統的建造物群保存地区をはじめとする9つ
の文化財が追加認定されました。
　伏木には江戸から大正にかけて最盛期には大小30軒ほどの廻船問
屋があり、北前船の寄港地として栄えました。越中各地から集められ
た米の他、鋳物、鉄製品を各地に運び、加賀藩の商業発展に大いに寄
与しました。
　また、幕末の頃の伏木港は年間2,000隻を超える多国船で賑わい、
港の周辺にはその後多くの企業が立地しました。現在は、13万トン
級の客船が寄港する日本海側でも最大級の国際貿易港となった原動力
は、北前船によるところが大きいのです。
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葉
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古い家並みが
残る

万葉集の歌人
大伴家持が愛した

伏木 雨晴吉久 二上山

2024.5.20,000Ⓐ

万葉の歌人・大伴家持像（二上山）万葉の歌人・大伴家持像（二上山）

氷見沖クルージング 
（ 5月〜10月／定員50名） �������������
（一社）氷見市観光協会 ☎0766-74-5250
氷見市漁業文化交流センター前発着
氷見沖遊覧（25分）  大人�������� 1,200円 
  小人����������� 600円 
  未就学児��������  無料

　タクシー　
高岡交通  ☎23-1212
新和タクシー  ☎27-0500

　レンタカー　　（市外局番：0766）
トヨタレンタカー高岡店  ☎21-0100
ニッポンレンタカー新高岡駅北口営業所 ☎27-0919
オリックスレンタカー新高岡駅前店  ☎20-0543
駅レンタカー新高岡駅営業所  ☎24-4200
日産レンタカー新高岡新幹線駅前店  ☎23-5523
トヨタレンタカー新高岡駅前店  ☎26-1070
ジャパンレンタカー高岡店  ☎25-3000
ガッツレンタカー高岡駅前店  ☎30-3820

高岡市の観光案内所 
（市外局番 0766）

新高岡駅観光交流センター 
　　　　　　　 �������☎30-2626
高岡市観光協会 �������☎20-1547
高岡駅観光案内所 ����☎23-6645
伏木観光推進センター ☎44-1199
JR雨晴観光案内所 ����☎44-0659
福岡町観光協会 �������☎64-1227

観光のお問い合わせ
高岡市観光協会

☎ 0766-20-1547
℻ 0766-20-1497

営業時間：9：00〜17：45　定休日：日・祝

たかおか道しるべ 
http://www.takaoka.or.jp

　レンタサイクル　
利用時間   9：00〜17：00 

（貸出受付は16：00まで）
利用料金  1回 700円（電動）　300円（普通）
● 次のところに申し込み、鍵をもらってください。 
雨晴駅観光案内所（JR雨晴駅内） ���� ☎44-0659 
氷見市観光協会（JR氷見駅内） ������ ☎74-5250 
ひみ番屋街総合案内所 ������������� ☎74-3521 
※上記のどの場所でも返却できます。

　歩き時間　 至雨晴

至高岡 ※グーグルマップ参照
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道み
ち

の
駅え

き 

雨
晴

雨
晴
海
岸
の
目
の
前
に
あ
る
道
の

駅「
雨
晴
」で
は
、地
元
産
の
食
材
を

使
っ
た
メ
ニ
ュ
ー
を
提
供
す
る
カ

フ
ェ
、
地
域
の
特
産
品
や
高
岡
の
ク

ラ
フ
ト
商
品
の
販
売
に
加
え
、
1
階

に
は
高
岡
市
観
光
情
報
の
紹
介
コ
ー

ナ
ー
、
2
階
展
望
デ
ッ
キ
に
は
、

4
0
0
年
を
超
え
る
歴
史
を
有
す
高

岡
銅
器
で
作
ら
れ
た「
り
ん
鐘し

ょ
う」と
世

界
で
最
も
美
し
い
湾
ク
ラ
ブ
の
モ

ニ
ュ
メ
ン
ト
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

1 

伏ふ
し

木き

港こ
う 
（
国
際
拠
点
港
湾
）

（
日
本
海
側
拠
点
港
）

古
く
か
ら
要
港
と
し
て
栄
え
た
伏
木
港

は
、
江
戸
時
代
に
は
北
前
船
で
賑
わ
い
、

そ
の
後
は
国
際
貿
易
港
と
し
て
発
展
し
ま

し
た
。
近
年
は
国
内
外
の
貨
物
船
に
加
え

て
、
大
型
豪
華
客
船
が
停
泊
す
る
な
ど
、

港
は
一
段
と
華
や
か
で
す
。

万
葉
ふ
頭
に
復
元
さ
れ
た
日
本
海
側

最
初
の
西
洋
式
灯
台
、燈
明
台
が
港
に
映

え
ま
す
。

2 

み
な
と
町ま

ち 

伏ふ
し

木き

み
な
と
町
伏
木
で
は
、
北
前
船
で
賑

わ
っ
た
往
時
の
繁
栄
ぶ
り
を
示
す
、町
家

や
洋
風
建
築
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

高
岡
商
工
会
議
所
伏
木
支
所
の
建
物
は
、

1
9
1
0
年（
明
治
43
年
）
に
建
て
ら
れ

た
元
銀
行
で
す
。
土
蔵
造
り
で
あ
り
な
が

ら
、窓
や
タ
イ
ル
等
に
洋
風
の
デ
ザ
イ
ン

を
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。

【
商
工
会
議
所
】 

☎
0
7
6
6- 

44 -

0
4
5
7

【
内
部
観
覧
】 

無
料

【
休
館
日
】 

土
・
日
・
祝
・
お
盆
・
年
末
年
始

3 

伏ふ
し

木き

北き
た

前ま
え

船ぶ
ね

資し
り
ょ
う
か
ん

料
館

 

（
高
岡
市
指
定
文
化
財
）

伏
木
の
高
台
に
建
つ
北
前
船
資
料
館
は
、

江
戸
時
代
か
ら
廻
船
問
屋
を
営
ん
で
き
た

旧
秋
元
家
の
邸
宅
で
す
。

大
き
な
家
の
部
屋
数
は
十
六
室
。
土

蔵
は
江
戸
時
代
後
期
に
建
て
ら
れ
た
も

の
で
す
。

館
内
に
は
、北
前
船
の
航
海
用
具
や
船

主
の
生
活
用
具
、歴
史
資
料
な
ど
が
展
示

さ
れ
て
お
り
、港
へ
の
船
の
出
入
り
を
見

張
っ
た
望
楼
に
登
っ
て
見
学
す
る
こ
と
も

で
き
ま
す
。

【
資
料
館
】 

☎
0
7
6
6- 
44 -

3
9
9
9

【
観
覧
料
】 

大
人
3
0
0
円
、小
・
中
学
生
無
料

【
休
館
日
】  

年
末
年
始
・
毎
週
火
曜
日�

�

（
火
曜
日
が
祝
日
の
場
合
は
翌
平
日
）

4  

氣け

多た

神じ
ん

社じ
ゃ 

（
国
指
定
重
要
文
化
財
） 

大お
お

伴と
も

神じ
ん

社じ
ゃ

越
中
一
宮
氣
多
神
社
は
、平
安
時
代
の

延
喜
式
神
名
帳
に
名
を
連
ね
る
古
社
で
越

中
国
唯
一
の
名
神
大
社
と
す
る
資
料
も
あ

り
ま
す
。

国
重
要
文
化
財
の
本
殿
は
四
百
五
十
年

程
前
の
再
建
と
い
わ
れ
、室
町
時
代
の
建

築
様
式
の
特
徴
が
よ
く
残
さ
れ
た
風
格
あ

る
建
物
で
す
。

境
内
に
、
万
葉
集
の
歌
人
大
伴
家
持

を
顕
彰
し
た
大
伴
神
社
が
建
っ
て
い
ま

す
。5 

吉よ
し

久ひ
さ

の
町ま

ち

並な

み

 

（
国
選
定
重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
）

今
か
ら
三
百
五
十
年
程
前
、吉
久
に
加

賀
藩
直
営
の
米
蔵
が
つ
く
ら
れ
ま
し
た
。

当
時
砺
波
・
射
水
平
野
は
加
賀
藩
最
大

の
米
ど
こ
ろ
で
あ
り
、年
貢
米
は
庄
川
と

小
矢
部
川
の
水
運
と
馬
に
よ
っ
て
米
蔵

に
運
び
込
ま
れ
ま
し
た
。
一
旦
米
蔵
に

集
積
さ
れ
た
米
は
、近
く
の
伏
木
港
か
ら

江
戸
や
大
阪
に
送
ら
れ
、吉
久
は
高
岡
の

重
要
な
米
の
集
散
地
と
し
て
大
い
に
栄

え
ま
し
た
。

明
治
に
入
り
米
蔵
は
廃
止
さ
れ
ま
し

た
が
、
米
の
流
通
に
精
通
し
た
吉
久
は
、

そ
の
あ
と
も
経
済
力
を
持
っ
た
米
商
人

の
町
と
し
て
栄
え
ま
し
た
。

そ
の
吉
久
に
は
、江
戸
時
代
末
か
ら
昭

和
初
期
に
か
け
て
建
て
ら
れ
た
家
が
多

数
残
っ
て
い
ま
す
。
四
〇
棟
余
り
の
千

本
格
子
の
町
並
み
は
、繁
栄
し
た
当
時
の

面
影
を
今
に
伝
え
る
貴
重
な
文
化
遺
産

で
す
。

6  

越え
っ
ち
ゅ
う
こ
く
し
ゅ
か
ん
あ
と

中
国
守
館
跡 

高た
か

岡お
か

市し

伏ふ
し

木き

気き
し
ょ
う
し
り
ょ
う
か
ん

象
資
料
館

 

（
国
登
録
有
形
文
化
財
）

勝
興
寺
の
門
前
近
く
現
在
気
象
資
料

館
が
建
っ
て
い
る
台
地
は
、
か
つ
て
は

越
中
国
守
大
伴
家
持
が
住
ん
で
い
た
館

（
官
舎
）
の
あ
っ
た
と
こ
ろ
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。

1
8
8
7
年（
明
治
10
年
）、伏
木
に

日
本
初
の
私
立
測
候
所
が
設
立
さ
れ
ま

し
た
。
現
在
の
建
物
は
、
1
9
0
9
年

（
明
治
42
年
）に
建
て
ら
れ
た
貴
重
な
洋

風
木
造
建
築
、旧
伏
木
測
候
所
で
す
。

【
気
象
資
料
館
】 

☎
０
７
６
６- 

44 -

６
９
０
５

【
観
覧
料
】  

大
人 

3
0
0
円
、�

�

小
・
中
学
生 

無
料

【
休
館
日
】  

年
末
・
年
始
・
毎
週
火
曜
日��

（
火
曜
日
が
祝
日
の
場
合
は
翌
平
日
）

7 

高た
か

岡お
か

市し

万ま
ん

葉よ
う

歴れ
き

史し

館か
ん

⓾ 

国こ
く

泰た
い

寺じ

山
の
静
寂
に
包
ま
れ
た
国
泰
寺
は
、七
百
年
前

に
開
山
し
た
臨
済
宗
国
泰
寺
派
の
大
本
山
で
あ

り
、座
禅
の
修
行
道
場
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

明
治
の
初
め
、全
国
に
広
が
っ
た
廃
仏
毀
釈

の
嵐
は
国
泰
寺
に
も
及
び
、荒
れ
寺
と
な
っ
て

い
ま
し
た
。
窮
状
を
直
に
見
た
山
岡
鉄
舟
は
、

再
建
を
願
っ
て
自
ら
の
揮
毫（
書
）
で
広
く
浄

財
を
求
め
、寺
は
立
派
に
復
興
し
ま
し
た
。

鉄
舟
は
幕
末
に
は
、剣
・
禅
・
書
の
達
人
と

し
て
知
ら
れ
、後
に
十
年
に
わ
た
り
明
治
天
皇

の
教
育
係
と
し
て
仕
え
、生
涯
を
日
本
文
化
の

発
揚
に
尽
く
し
た
人
で
す
。
本
堂
に
は
、鉄
舟

の
偉
業
を
し
の
ぶ
位
牌
と
直
筆
の
屏
風
が
置
か

れ
て
い
ま
す
。

天
皇
殿
や
三
重
の
塔
、日
本
一
の
大
き
さ
と

い
う
庭
園
石
は
見
ご
た
え
が
あ
り
ま
す
。

六
月
の
開
山
忌
は
、虚
無
僧
の
尺
八
と
読
経

の
大
合
奏
が
山
々
に
こ
だ
ま
し
ま
す
。

名
物
の
竹
の
子
料
理
の
旬
の
時
期
は
、山
門

前
の
料
理
店
に
多
く
の
人
が
訪
れ
ま
す
。

【
国
泰
寺
】 

☎
0
7
6
6- 

44 -

0
6
1
0 

【
観
覧
】 

無
料　
見
学
自
由

高
岡
市
は
奈
良
、飛
鳥
と
並
ぶ
万
葉
故
地

で
す
。
そ
れ
は
、「
万
葉
集
」
の
代
表
的
歌

人
と
し
て
知
ら
れ
る
大
伴
家
持
が
、か
つ
て

越
中
国
守
と
し
て
伏
木
の
地
に
五
年
間
在
任

し
、多
く
の
優
れ
た
歌
を
残
し
た
こ
と
に
由

来
し
ま
す
。

そ
の
家
持
が
政
務
を
執
っ
て
い
た
国
庁
跡

に
ほ
ど
近
い
高
台
に
、全
国
初
の「
万
葉
集
」

に
関
す
る
専
門
施
設
、高
岡
市
万
葉
歴
史
館

が
建
っ
て
い
ま
す
。

万
葉
歴
史
館
で
は
、「
万
葉
学
習
エ
リ
ア
」

や
、大
伴
家
持
が
越
中
で
見
た
世
界
を
再
現
し

た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
シ
ョ
ン
マ
ッ
ピ
ン
グ
で
、子
供

か
ら
大
人
ま
で
、
楽
し
み
な
が
ら「
万
葉
集
」

や
越
中
万
葉
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

【
歴
史
館
】 
☎
0
7
6
6- 

44 -

5
5
1
1

【
観
覧
料
】  
大
人
3
0
0
円
、中
学
生
以
下
無
料

【
休
館
日
】  

年
末
年
始
・
毎
週
火
曜
日�

�

（
火
曜
日
が
祝
日
の
場
合
は
翌
平
日
）

⓫ 

国こ
く

定て
い

公こ
う

園え
ん 

雨あ
ま
は
ら
し
か
い
が
ん

晴
海
岸 

（
能
登
半
島
国
定
公
園
）

雨
晴
海
岸
は
、波
が
洗
う
奇
岩
と
白
砂

青
松
が
続
く
景
勝
の
地
で
す
。
と
り
わ

け
、
冬
晴
れ
の
日
に
見
ら
れ
る
、
海
上
に

そ
そ
り
立
つ
立
山
連
峰
の
雄
大
な
眺
め

は
、
比
類
の
な
い
絶
景
と
し
て
讃
え
ら

れ
て
い
ま
す
。

海
越
し
に
三
千
ｍ
級
の
白
い
山
々
を
間

近
に
望
む
と
い
う
素
晴
ら
し
い
景
観
は
、

世
界
で
も
こ
の
海
岸
だ
け
の
も
の
で
す
。

雨
晴
と
い
う
名
前
の
由
来
は
、
か
つ
て

義
経
主
従
が
奥
州
に
落
ち
延
び
る
途
中
に

こ
の
海
岸
で
に
わ
か
雨
に
あ
い
、弁
慶
が

持
ち
上
げ
た
岩
陰
で
雨
宿
り
を
し
た
と
い

う「
義
経
雨
は
ら
し
の
岩
」
の
伝
説
か
ら

き
て
い
ま
す
。

雨
晴
海
岸
は
、万
葉
集
の
歌
人
大
伴
家

持
が
訪
れ
る
た
び
に
絶
賛
し
た
と
こ
ろ
で

あ
り
、
そ
の
時
の
情
景
を
詠
ん
だ
歌
の

数
々
が
、万
葉
集
に
収
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

古
来
か
ら
例
え
よ
う
の
な
い
絶
景
と
讃

え
ら
れ
、ま
た
、悲
劇
的
な
義
経
伝
説
が
今

に
伝
わ
る
話
題
の
多
い
雨
晴
海
岸
で
す
。

「
国
指
定
名
勝
お
く
の
細
道
風
景
地

�

〜
有
磯
海
〜
」指
定
。

「
世
界
で
最
も
美
し
い
湾
ク
ラ
ブ
」に
加
盟
。

【
雨
晴
海
岸
の
ラ
イ
ブ
カ
メ
ラ
】

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ「
雨
晴
観
光
協
会
」で
検
索

8 

国
宝 

勝し
ょ
う
こ
う
じ

興
寺
・
越え

っ
ち
ゅ
う
こ
く
ち
ょ
う
あ
と

中
国
庁
跡

勝
興
寺
は
伏
木
の
高
台
に
あ
り
、地
方

都
市
と
し
て
は
破
格
の
規
模
と
形
式
を
備

え
た
、浄
土
真
宗
本
願
寺
派
の
寺
院
で
す
。

真
宗
の
布
教
寺
院
と
し
て
起
源
を
も
つ

勝
興
寺
は
、
戦
国
時
代
の
こ
ろ
、
一
向
一

揆
拠
点
と
な
り
、
幾
多
の
移
転
を
経
て
、

現
在
の
伏
木
に
築
か
れ
た
の
は
1
5
8
4

年（
天
正
13
年
）の
こ
と
で
す
。

近
世
に
入
る
と
、
加
賀
藩
前
田
家
、
本

願
寺
、公
家
と
も
密
接
に
つ
な
が
り
を
持

つ
、北
陸
を
代
表
す
る
有
力
寺
院
と
し
て

そ
の
地
位
を
不
動
の
も
の
と
し
て
き
ま

し
た
。

広
大
な
敷
地
か
ら
よ
く
城
の
よ
う
だ
と

い
わ
れ
ま
す
。
そ
れ
は
、神
保
氏
の
古
国

府
城
の
地
を
譲
り
受
け
た
た
め
と
考
え
ら

れ
て
い
ま
す
。

国
宝
の
本
堂
は
、近
世
の
大
型
真
宗
本

堂
と
し
て
屈
指
の
規
模
を
持
っ
て
い

て
、江
戸
後
期
以
降
を
代
表
す
る
大

型
寺
院
本
堂
の
一
つ
で
す
。
内
陣
は

金
箔
と
色
鮮
や
か
な
色
彩
が
施
さ
れ

て
い
ま
す
。
修
理
前
は
瓦
葺
き
で
し

た
が
、修
理
前
の
調
査
で
元
々
は
鉛

板
葺
き
で
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し

た
。
現
在
は
環
境
に
配
慮
し
て
、
鉛

に
よ
く
似
た
色
の
亜
鉛
合
金
板
葺
き

と
な
っ
て
い
て
、鉛
が
使
わ
れ
て
い

た
こ
と
は
、
金
沢
城
の
石
川
門
、
瑞

龍
寺
と
同
じ
く
加
賀
藩
が
関
与
し
た

こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

国
宝
の
式
台
に
は
、
武
家
の
殿
舎

の
よ
う
に
玄
関
が
複
数
あ
っ
て
、中

に
入
る
と
控
え
の
間
が
あ
り
、寺
院

の
住
居
部
分
に
多
く
の
人
が
訪
れ
た

こ
と
が
伺
え
ま
す
。

国
宝
の
大
広
間
は
、公
式
な
接
客・

集
会
空
間
と
し
て
、浄
土
真
宗
の
対

面
所
の
整
備
過
程
を
体
現
す
る
建
物

で
す
。
歴
史
的
価
値
は
極
め
て
高
く
、

そ
の
他
境
内
に
は
、重
要
文
化
財
に
指
定

さ
れ
て
い
る
建
物
が
10
棟
あ
り
、全
国
的

に
み
て
も
大
型
真
宗
寺
院
の
典
型
と
評
価

さ
れ
ま
す
。

勝
興
寺
の
境
内
は
、か
つ
て
奈
良
時
代

に
越
中
を
統
治
し
て
い
た
国
庁
の
あ
っ
た

と
こ
ろ
と
さ
れ
て
お
り
、
大
伴
家
持
が
国

守
と
し
て
滞
在
し
た
五
年
の
間
に
、
多
く

の
優
れ
た
歌
を
残
し
た
と
こ
ろ
で
す
。
境

内
に
は
、
家
持
が
こ
の
地
で
詠
ん
だ
長
歌

の
一
節「
海
行
か
ば
」
な
ど
、
三
つ
の
歌

碑
が
建
っ
て
い
ま
す
。
ま
た「
勝
興
寺
の

七
不
思
議
」
は
、
興
味
い
っ
ぱ
い
の
見
ど

こ
ろ
で
す
。

【
資
料
館
】 

☎
0
7
6
6- 

44 -

0
0
3
7

【
文
化
財
協
力
金
】�

大　
人  

5
0
0
円

�

中
高
生  

2
0
0
円

�

小
学
生  

1
0
0
円

伏
ふし

木
き

曳
ひき

山
やま

祭
まつり

（けんか山
やま

）（毎年5月第3土曜日）　　（高岡市指定無形民俗文化財）

山鹿流出陣太鼓の囃子が
鳴り響く中、地鳴りを立て
て激しくぶつかり合う山車
と山車。すさまじい激突音。
揺らぐ提灯。湧き上がる歓
声とどよめき。
江戸時代から続く伏木曳
山祭。別名けんか山は、港
町伏木が熱く燃える日本有
数の勇ましい祭りです。

雨
晴
の
見
ど
こ
ろ

雨
晴
の
見
ど
こ
ろ

あ  

ま
は
ら
し

国登録有形文化財国登録有形文化財

国宝勝興寺・越中国庁跡国宝勝興寺・越中国庁跡

「万葉集」をテーマにした専門施設  万葉歴史館「万葉集」をテーマにした専門施設  万葉歴史館

　北前船資料館の望楼　北前船資料館の望楼

伏木気象資料館伏木気象資料館

立た
ち
山や
ま
に
　
降
り
置
け
る
雪
を

常と
こ
夏な
つ
に
見み

れ
ど
も
飽あ

か
ず 

神か
み
か
ら
な
ら
し

 

大
伴
家
持

立
山
に
降
り
置
い
て
い
る
雪
は
、
夏
の
い
ま
見
て
も

見
あ
き
る
こ
と
が
な
い
。 

 

神
の
山
だ
か
ら
に
ち
が
い
な
い
。

世界に誇る景観 国定公園 雨晴海岸世界に誇る景観 国定公園 雨晴海岸
義経岩（右端の松の木の下）義経岩（右端の松の木の下）

世界で最も美しい湾クラブ加盟! !

伏
木
伏
木
・・
吉
久
の
見
ど
こ
ろ

吉
久
の
見
ど
こ
ろ

ふ
し

き

よ
し
ひ
さ


